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日時：令和 6 年９月１０日（火）10:00～12:00 
場所：秋田河川国道事務所 ２階 大会議室 
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１．開会 

２．挨拶（秋田河川国道事務所長） 

３．議事 

 １）検討会の設立について 【資料 1】 

 ２）他地域での事例等について 【資料２】 

 ３）今後の進め方（案） 【資料３】 
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４．閉会 
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平成30年6月災害時交通マネジメント（広島県）

▲広島、呉、東広島都市圏の寸断状況

▲災害時マネジメント検討会

▲バスレーンの設置

▲ICの逆走運用（広島呉道路天応西IC）

・平成３０年６月２８日以降、梅雨前線の活発な活動が続き、７月６日には中国地方で初めて３県（広島・岡山・鳥
取）同時に大雨特別警報が発令された。この雨による土砂災害、浸水、河川の氾濫による、甚大な被害が発生。
・広島、呉、東広島都市圏では、道路、鉄道の交通ネットワークが広範囲、長期間にわたって寸断。
・鉄道被災により、自動車へ交通手段が転換、通行可能な特定の道路に交通が集中し、大規模渋滞が発生した。
・この状況を受け、交通マネジメント施策の包括的な検討・調整を行うことを目的に検討会を設置。
・平成30年の豪雨災害対応は、“ICの逆走運用” “バス専用レーンの設置”などルールにとらわれない対応実施。

【通常運用時】 【今回の運用】

1

出典：広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会資料より抜粋



閣議決定 第２次交通施策基本計画

・第2次交通政策基本計画（令和３年度～令和７年度）（R3.5.28閣議決定）において、「災害時の道路交通マネジ
メントについて、全国各地で地域防災計画に位置付け、行政、学識経験者、交通事業者、経済団体からなる体
制を事前に構築し、発災後には、災害時交通マネジメント検討会を直ちに開催し、案内誘導などの対策を速やか
に実施する」ことが明記された。
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出典：国土交通省HP「第二次交通政策基本計画について（令和３年度～令和７年度）



国土交通省 予算概要（令和６年度 道路関係予算概要）

・人流・物流を支える道路ネットワークのパフォーマンスを向上する取組として、被災後速やかに効果的・効率的な
対策を講じられるよう準備
⇒行政、学識経験者、交通事業者、関係機関等で構成する検討会の体制を事前に構築

3

出典：国土交通省HP「令和６年度道路関係予算概要」



令和6年1月能登半島地震（石川県）における対応
・令和６年１月１日に発生した能登半島地震では、自動車専用道路、国道、県道、市町道等、鉄道が広範囲に被災。
・国道249号の緊急復旧作業を順次実施。沿岸部での被災が甚大なため、内陸側、沿岸側両面から復旧を実施。
・石川県災害時交通マネジメント会議を開催し、道路被害状況、現状の交通課題等について、関係機関相互に
幅広く意見交換を行っており、被災地を往来する車両が通行可能な道路に集中することで渋滞が発生している
点が議論されている。
・会議では、一般車両の出控えを呼びかけることとし、道路の通行情報や復旧情報を掲載する「道路復旧見える
化マップ」の公開・周知するなどを実施している。

▲出控えに関するお願い ▲道路復旧見える化マップ

4

出典：石川県災害時交通マネジメント会議資料より抜粋

▲緊急復旧状況（令和6年1月12日時点）



令和５年７月秋田豪雨災害の状況

・令和5年7月秋田豪雨災害に伴う事前通行規制及び被災による通行規制が発生。
・事前通行規制区間は概ね1日程度で解除されているのに対し、冠水・土砂崩れといった被災による通行規制に
ついては、2日以上にわたって全面あるいは片側通行止めとなっていた。
・通行規制状況については、関係機関それぞれで個別調整により対応を行っていた。

▼令和5年秋田豪雨に伴う通行規制実績（秋田河川国道事務所管内の高規格道路、直轄国道及び秋田中央道路・明田地下道）

通行止め区間
規制開始日時 規制終了日時 方向 要因

路線 区間

秋田道 秋田南IC～秋田中央IC 2023/7/15(土) 10:38 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

秋田道 秋田中央IC～秋田北IC 2023/7/15(土) 13:40 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

市道 明田地下道 2023/7/15(土) 14:00 2023/7/17(月祝) 22:00 上下 冠水

秋田道 秋田北IC～五城目八郎潟IC 2023/7/15(土) 16:55 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

県道 秋田中央道路 2023/7/15(土) 18:00 2023/8/1(火) 6:00 上下 冠水

日沿道 河辺JCT～岩城IC 2023/7/15(土) 20:55 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

秋田道 大曲IC～秋田南IC 2023/7/15(土) 20:55 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

国道46号 道の駅雫石あねっこ～
仙岩情報ステーション 2023/7/15(土) 23:30 2023/7/16(日) 17:00 上下 事前通行規制

日沿道 岩城IC～象潟IC 2023/7/16(日) 1:00 2023/7/16(日) 18:00 上下 事前通行規制

国道7号 臨海十字路-土崎臨海十字路 2023/7/19(水) 11:10 2023/7/21(金) 16:00 上り 土砂崩れ

国道7号 臨海十字路-土崎臨海十字路 2023/7/19(水) 11:10 2023/7/20(木) 12:00 下り 土砂崩れ

県道 秋田中央道路 2023/8/1(火) 6:00 2023/8/25(金) 6:00 片交 冠水

5

▲臨海十時路交差点冠水

▲国道7号冠水（無人の車あり）

▲国道7号民地崩落



・国道7号にて土砂崩れが発生し、通行止めを行った時の速度帯を示したもの。
・国道7号の交通が県道56号、市道外旭川新川線へ集中し、朝夕の通勤時間帯に渋滞が発生。
・この災害による通行止めは最大3日間と短期間での交通解放が可能であった。
・このような災害が近年、頻発しており、災害に対する備えが必要となる。

秋田豪雨災害での国道７号全線通行止めの影響（朝ピーク）

出典：ETC2.0プローブデータ▲平常時・通行止め時の速度の変化
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◇国道7号通行止め時（R5.7.20 (木) 7:00~9:00 ）◇平常時（R5.7.6 (木) 7：00～9:00 ）
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【概要】秋田県災害時交通マネジメント検討会（案）について
・大規模災害等により幹線道路や鉄道が広範囲に被災し、長期間の交通ネットワーク途絶への適切な対応を行うため、
道路管理者、交通管理者、関係機関と連携し、災害時の渋滞緩和に向けた交通マネジメントへの対応検討・調整を目
的とする。
・会長は東北地方整備局秋田河川国道事務所長とし、被災地域、被災状況に応じて、湯沢河川国道事務所長又は能代
河川国道事務所長へ変更することができるものとする。
・検討会は検討会委員又は自治体からの要請により、会長の判断によって開催するものとする。

検討会での取組（案）

【災害時】交通マネジメント
（施策案）
・出控えに関するお願いの記者発表
・見える化マップ作成・公開
・ルールにとらわれない対応の実施

組織構成
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会長
東北地方整備局 河川国道事務所長

交通管理者
秋田県 警察本部 交通部

道路管理者
東北地方整備局 関係部署
秋田県 建設部 道路課
東日本高速道路（株）東北支社

交通事業者
東北運輸局 秋田運輸支局
(公社)秋田県トラック協会
(公社)秋田県バス協会
（一社）秋田県ハイヤー協会

アドバイザー

学識経験者

秋田県災害時交通マネジメント
検討会設立

平時における事前準備

検討会 定例会
情報提供、共有

今後の進め方（案）

（令和6年9月10日）

（令和７年度以降、年１回程度）
※状況に応じて、市町村や関係機関も検討会に参加するものとする

災害時交通マネジメント検討会の設置

【設置】
〇会長は東北地方整備局 秋田河川国道事務所長とし、被災地域、被災状況に応じ
て湯沢河川国道事務所長、能代河川国道事務所長へ変更できるものとする。

○検討会は検討会委員又は自治体からの要請により、会長の判断によって開催する
ものとする。

【想定事象】
○大規模災害発生（道路や鉄道等が広範囲に被災）
○特別警報発令時
○長期間にわたる通行止めが発生し、交通環境が寸断された場合
○社会的な影響大（復旧に伴う交通変化、交通量変化）

（令和6年度～）

※その他、提案あった施策内容について事務局より関係部局を
交えた打ち合わせなどにより実行可否及び進め方を整理
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秋田県災害時交通マネジメント検討会 

設立趣旨 

 

 

近年、激甚化・頻発化する地震や豪雨災害等により、交通ネット

ワークが甚大な被害を受けた場合、被災地域の経済・産業活動、日常

生活に大きな影響を及ぼす恐れがある。 

こうした状況に備え、発災後速やかに関係機関の協働体制を構築

し、情報の共有や、ハード・ソフト両面における交通マネジメント施

策及び交通需要マネジメント施策を検討、調整するため「秋田県災害

時交通マネジメント検討会」を設立するものである。 
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秋田県災害時交通マネジメント検討会 
規約（案） 

（名称） 
第 1 条 本会は、「秋田県災害時交通マネジメント検討会（以下、「検討会」という。）」と称

する。 
 
（目的） 
第２条 検討会は、大規模災害などにより幹線道路や鉄道が広範囲に被災し、長期間の交通

ネットワーク途絶の恐れがある場合に起こる幹線道路等の渋滞緩和を図るため、交
通マネジメントおよび交通需要マネジメントからなる包括的な施策の検討・調整等
を行うことを目的とする。 

 
（所掌事務） 
第３条 検討会は次の事項について、検討及び調整、検証を行う。 
   １） 交通マネジメント施策の検討 
   ２） 交通マネジメント施策の実施に係る関係機関協議との調整 
   ３） 交通マネジメント施策の実施結果の検証 
   ４） その他、必要な事項 
 
（組織） 
第 4 条 本検討会は、別紙に掲げる委員等により構成する。 
    また、必要に応じ、市町村、公共交通事業者等の関係者の出席を求めることができ

るものとする。 
 
（会長） 
第５条 検討会には会長を置く。 

１） 会長は、東北地方整備局 秋田河川国道事務所長とする。 
２） 会長は検討会を統括、招集する。 
３） 会長は被災地域、被災状況に応じて、湯沢河川国道事務所長又は能代河川国道 

事務所長へ変更することができるものとする。 
 
（事務局） 
第６条 検討会の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置く。 
    事務局は東北地方整備局 道路部 道路計画第二課、秋田河川国道事務所 調査課、

湯沢河川国道事務所 調査課、能代河川国道事務所 調査課に置く。 
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（開催） 
第７条 検討会は、検討会委員又は自治体からの要請により会長の判断により開催するも

のとする。 
 
（その他） 
第８条 この規約に定めのない事項、疑義が生じた場合は検討会の承認を得て定めるもの

とする。 
 

附則  この規約は、令和○年○月○日から施行する。 



【委員】
機関名 役職

東北地方整備局 秋田河川国道事務所長
東北地方整備局 湯沢河川国道事務所長
東北地方整備局 能代河川国道事務所長
東北地方整備局 道路部 道路計画第一課長
東北地方整備局 道路部 道路計画第二課長
東北地方整備局 道路部 道路管理課長
秋田県 建設部 道路課 道路課長
東日本高速道路（株）東北支社 管理事業部 調査役
東日本高速道路（株）東北支社 管理事業部 交通管理課長
東日本高速道路（株）東北支社 管理事業部 交通技術課長
秋田県警察本部交通部 交通規制課長
東北運輸局 秋田運輸支局 主席運輸企画専門官
（公社）秋田県バス協会 専務理事
（公社）秋田県トラック協会 専務理事
（一社）秋田県ハイヤー協会 専務理事

【アドバイザー】
機関名 役職

秋田大学
秋田工業高等専門学校

必要に応じて、上記以外の関係機関に要請し出席を求める場合もある。

秋田県災害時交通マネジメント検討会
構成員（案）
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・平成30年7月豪雨で設立した「広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会」を契機に、各地域で災害
時交通マネジメント検討会が設立。
・直近では、令和6年1月に発生した能登半島地震においても災害時交通マネジメント検討会が設立。
・東北地方では、【宮城県】災害時交通マネジメント検討会が設立されている。

各地域における災害時交通マネジメント検討会の設立事例

○各地域における災害時交通マネジメント検討会設立事例（一部）

発災時期 設立時期 設立地域 検討会 開催
回数

設立理由

H30年7月5日 H30年7月12日
H30年8月23日

広島県 広島県災害渋滞対策協議会
広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会

7回
6回

豪雨災害

R3年7月3日 R3年7月6日 神奈川県 国道16号等災害時交通マネジメント検討会 1回 豪雨災害

R3年7月3日 R3年7月14日 静岡県 静岡県災害時交通マネジメント検討会 2回 土石流災害

R4年8月4日 R4年8月4日 福井県 福井県災害時交通マネジメント検討会 3回 豪雨災害

R5年7月10日 R5年7月11日 福岡県
佐賀県
大分県

福岡県・佐賀県・大分県合同災害時交通マネジメント検討
会

1回 豪雨災害

R5年9月5日 R5年9月8日 兵庫県 山陽道トンネル火災事故に対する交通マネジメント検討会 4回 山陽道トンネル
内火災事故

R5年12月5日 R5年12月13日 和歌山県 京奈和道紀の川IC通行止めに係る交通マネジメント検討会 2回 路面変状

R6年1月1日 R6年1月12日 石川県 石川県災害時交通マネジメント会議 2回 能登半島地震

R6年3月13日 宮城県 宮城県災害時交通マネジメント検討会 1回 体制の構築

※令和6年9月10日現在

出典：国土交通省関東地方整備局HP、国土交通省中部地方整備局HP、国土交通省近畿地方整備局HP、国土交通省中国地方整備局HP、国土交通省九州地方整備局HP

【資料２】



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 1



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 2



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 3



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 4



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 5



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 6



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 7



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 8



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 9



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 10



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 11



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 12



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 13



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 14



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 15



広島・呉・東広島都市圏災害交通マネジメント検討会 16



福井県災害交通マネジメント検討会 17



福井県災害交通マネジメント検討会 18



福井県災害交通マネジメント検討会 19



福井県災害交通マネジメント検討会 20



福井県災害交通マネジメント検討会 21



福井県災害交通マネジメント検討会 22



福井県災害交通マネジメント検討会 23



福井県災害交通マネジメント検討会 24



福井県災害交通マネジメント検討会 25



福井県災害交通マネジメント検討会 26



福井県災害交通マネジメント検討会 27



福井県災害交通マネジメント検討会 28



福井県災害交通マネジメント検討会 29



福井県災害交通マネジメント検討会 30



福井県災害交通マネジメント検討会 31



福井県災害交通マネジメント検討会 32



福井県災害交通マネジメント検討会 33



福井県災害交通マネジメント検討会 34



福井県災害交通マネジメント検討会 35



福井県災害交通マネジメント検討会 36



福井県災害交通マネジメント検討会 37



福井県災害交通マネジメント検討会 38



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 39



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 40



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 41



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 42



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 43



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 44



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 45



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 46



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 47



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 48



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 49



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 50



石川県災害交通マネジメント検討会(能登半島地震） 51



【秋田県災害時交通マネジメント検討会】今後の進め方（案）

・令和6年9月に災害時交通マネジメント検討会を設立。第1回検討会を開催し、趣旨や事例などを周知。
・平常時に事例紹介や災害に備え情報連絡網の構築、交通手段の工夫を広報。
・その他取り組みについて事務局より関係部局を交えた打ち合わせなどにより実行可否及び進め方を整理。

秋田県災害時交通マネジメント検討会 設立
・災害時交通マネジメントの目的と事例紹介

平時における事前準備
・情報連絡網の構築
・交通手段の工夫（公共交通機関の利用）をするよう広報
※その他、提案あった施策内容について事務局より関係部局を交
えた打ち合わせなどにより実行可否及び進め方を整理

令和6年9月10日

令和6年度～

令和７年度以降（年1回程度）

【資料３】

秋田県災害時交通マネジメント検討会 定例会
・情報提供、共有

秋田県災害時交通
マネジメント検討会
本会議開催

大規模災害など
・幹線道路や鉄道が広範囲に被災
・長期間の交通ネットワークが
途絶の恐れがある場合

【災害時】

検討会委員又は自治体からの要請を
受け会長の判断によって開催

※秋田県地域防災計画の記載
については調整中

【平常時】



平常時の災害時交通マネジメント検討会の活動について

・事前に情報連絡網を構築することによって、対応に追われる大規模災害発生時でも速やかに情報共有を図る。
・検討会委員のみならず、必要に応じて関係機関へ情報提供。
・平時から交通渋滞緩和のため、交通手段の工夫（公共交通機関の利用）するよう広報。（交通需要マネジメント）。

1

対応に追われる大規模災害発生時でも速やかに情報
共有が行えるようにする。

情報連絡網の構築（案）

会長

交通管理者
秋田県 警察本部 交通部

道路管理者
東北地方整備局 関係部署
秋田県 建設部 道路課
東日本高速道路（株）東北支社

交通事業者
東北運輸局 秋田運輸支局
(公社)秋田県トラック協会
(公社)秋田県バス協会
（一社）秋田県ハイヤー協会

アドバイザー

学識経験者

秋田県
総合防災課

秋田地方気象台 日本道路交通
情報センター

JR東日本
秋田支社

【災害時交通マネジメント検討会】

【情報提供先】

関係市町村

普段から自動車に依存

自動車利用の継続

通行可能道路に交通が集中

渋滞の発生

公共交通のサービス低下

自動車利用者の増加

更なる大渋滞の発生

災害時の悪循環

災害発生

普段から交通手段を工夫

交通手段を工夫

渋滞を回避

災害時でもスムーズな交通を実現

災害時の好循環

災害発生

交通手段の工夫（公共交通機関の利用）

▲TDMによる道路情報板での協力案内

（必要に応じて）


